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第 23期 未来社会と応用物理分科会の活動状況 

2017-9-1 

 

構成委員 第三部会員 6名、連携委員 16名 計 22名 

 

 公開シンポジウム 

 「科学と産業の凋落と再興」 平成 28年 3月 19日、東工大大岡山 

 「いま問われる研究業績評価」 平成 29年 3月 17日、パシフィコ横浜 

 「日本の科学と産業の停滞と復興」 平成 29年 6月 22日、学術会議講堂 

 

 分科会の主要議事 

第一回 平成 27 年 1月 9日 

    ・役員選出 

・２３期の活動方針について 

  第二回 平成 27 年 6月 12日 

・２３期３年間の進め方と分科会で議論すべきテーマについて  

・応用物理とは何か、応用物理の定義について、 

第三回 平成 27 年 11月 12日 

    ・西村吉雄先生ご講演「電子立国の凋落」 

    ・来年３月シンポジウム開催の可否について 

  第四回 平成 28 年 6月 3日 

    ・豊田長康先生ご講演「日本の大学の研究競争力はなぜ弱くなったか？」  

第五回 平成 28 年 11月 4日 

・田中一宜先生ご講演「日本の科学技術／組織・しくみ・教育〜大学・学会の自主活

動こそ改革のエンジン〜」 

    ・来年 3月及び 6月のシンポジウム開催の可否とそのテーマについて 

第六回 平成 29 年 6月 22 日 

  ・シンポジウム「日本の科学と産業の停滞と復興」の趣旨と議論すべき内容について 

第七回 平成 29 年 9月 1日 

    ・今期の総括と今後の課題について 

 

以上 


